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A.研究目的 

障害のある人ががんになっても適切な医療が提 

供されるために必要な環境を全国のがん診療連携拠

点病院が整備することが重要である。そのため、がん

診療連携拠点病院（令和5年4月1日時点）のWebサイト

を網羅的に調査し、障害のある人への対応の実態を

明らかにするとともに、障害のある人たちが「行きた

い」と思える拠点病院のあり方について検討する。 

B．研究方法 

１）対象施設： 全国のがん診療連携拠点病院 456

箇所（令和５年４月１日現在）

[内訳]

①都道府県がん診療連携拠点病院 51 箇所（うち、

３箇所が”特例型”）

②地域がん診療連携拠点病院 357 箇所 （うち、24 箇

所が”特例型”）

③定領域がん診療連携拠点病院１箇所

④地域がん診療病院 47 箇所（うち、６箇所が”特

例型”）

２）方法

(1)手話通訳者が設置しているがん診療連携拠点病

院の把握：

手話通訳者が配置されている病院のリストの公開

（公開日 2021 年 03月 31日 23:58：主催 NPOイ

ンフォメーションギャップバスター）の Web サイト

（https://x.gd/5MKfv）をもとに，手話通訳者設置

の有無、手話通訳者の設置情報が Web サイトにどの

ように掲載されているか、検索する。

(2)障害者対応の把握：

①令和 3 年から 4 年度にかけて、厚生労働省科学研

究補助金「障害のあるがん患者のニーズに基づ

いた情報普及と医療者向け研修プログラムの開

発に関する研究（20EA1014）」が作成した 「医療従

事者のための障害者サポートガイドシリーズ」をも

とに，障害者対応の項目を作成した。（表１）

なお、本項目の作成にあたり参照した資料は

以下にて公開されている。 
〇視覚に障害のある方が病院に来院されたら

https://plaza.umin.ac.jp/~CanRes/wpsystem/wp-

content/uploads/2023/04/26447488d3eef50ec3a3f7

3813910a43.pdf 

〇ろう・難聴者の方が病院に来院されたら

https://plaza.umin.ac.jp/~CanRes/wpsystem/wp-

content/uploads/2022/10/supportguide_220930.pd

f 

〇知的・発達障害のある方が病院に来院された 

https://plaza.umin.ac.jp/~CanRes/wpsystem/wp-

content/uploads/2023/04/6eaffb3de2c5b0578a117e

障害のあるがん患者が適切な治療を受けるためには、がん診療連携拠病院等で、障害のある人

たちへの対応が適切にされていることが重要である。しかし、現状では、障害のある人たちにど

のような対応が準備されているのか、一元化された公表情報はない。そのため、障害のある人た

ちが安心して「行きたい」と思える拠点病院等の選択ができない。そこで、がん診療連携拠点病

院等で、障害のある人たちへの対応についてウェブサイト上でどのようなことが行われているの

かを網羅的に調査した。 

その結果、ハード面（受付番号案内システムも含める）については、対応を進めており、それに

ついて公表している施設が一定数あることが窺えた。しかし、人による対応（レントゲン室など暗

い場所でのコミュニケーション配慮、検査や処方などの内容を音声で説明する、コミュニケーショ

ン支援ボードを活用するなど）の面では、医療従事者一人ひとりの対応スキルに任されていること

がうかがえ、施設の Webサイト上で何らかの取り組みを公表している例は確認されなかった。障害

のある人たちへの対応は、人的対応によるものが大きいため、施設の医療者への教育状況や、個々

の障害ニーズへの対応スキルのある職員の配置について各施設のウェブサイトで公開するよう促

すことが望まれると考えられる。また、各施設における人的リソースや合理的配慮の提供を依頼す

る窓口等では、それらの情報を一覧できる体制を整備することも有用であると考えられる。
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72a533be0a.pdf 

②456 箇所のがん診療連携拠点病院の Web サイトを

検索し、Web 上に掲出されている、表 1 の項目に該

当するところをチェックし、集計した。

③ ②のみならず，各病院の Web サイトから、 「よい

取り組みと思われるところ」を抽出した。

３）調査期間

2023年 6月 1日から 11月末日

※本調査は2023年6月から11月にかけて調査した時

点で、Webサイトに掲出されていた内容をもとに集計

した。Webサイトの閲覧期間は2023年6月から11月で

ある。

 なお、調査のためのアクセス時以降にWeb上に新た

に掲出された情報や修正された情報は付加していな

い。 

（倫理的配慮） 

 本調査はがん診療連携拠点病院が公式ホームペー

ジとして公開している情報を調査したものであり、

倫理的に配慮が必要な事項は該当しない。 

C．研究結果 

１）手話通訳者が設置されている、がん診療連携拠

点病院の状況（表２）：

 456 箇所のがん診療連携拠点病院等のうち、計 19

病院 （全体の 0.42％）に手話通訳者が設置されてい

た。内訳としては、都道府県がん診療連携拠点 2 病

院、地域がん診療連携拠点病院 17病院であった。 

 それぞれの病院 Web サイトにて、手話通訳者設置

への案内にスムーズにアクセスできるかどうか確認

したところ、Web サイトのトップページに掲載され

ているのは 1 箇所の病院のみであった。それ以外の

病院の Web サイトでは、トップページから外来の案

内および患者・家族の方へという案内にアクセスす

ると、手話通訳者設置の案内が分かるというルート

になっていた。 

２）障害者対応の把握 

①障害者全体への対応（表3）： 

 バリアフリー情報が記載されている拠点病院が37

箇所（8.1%）、Webサイトを閲覧するにあたってフォ

ントの大きさや色などを調整できるなどのアクセシ

ビリティ対応がされている拠点病院が266箇所（58.

3％）、身体障害者補助犬の受入についての情報が記

載されている拠点病院が58箇所（12.7%）であった。 

そして、受付のときに受付番号を受け取り、それらの

番号が案内モニター（ディスプレイ）などに表示され

るシステムが設けられている拠点病院が141箇所（30.

9％）であった。 

 なお、受付番号案内システム内容について、拠点病

院によってさまざまな対応がされていた。 

例１：呼び出しモニターに受付番号を表示するシステム 

＜医療法人原三信病院（サイト閲覧日：令和5年11月13日）＞

 呼び出しモニターが設置されている場所では、番

号が表示されたら、診察室に入るシステムになって

おり、モニターには自分の受付番号のみならず、待っ

ている患者数名までの番号が表示されている。 

例２）「メール呼び出し」や「LINE」、携帯電話番号などの端

末および、それぞれ病院専用患者向けスマートフォンアプ

リなどによる呼び出しサービス

＜虎ノ門病院（サイト閲覧日：令和5年11月13日）＞ 

診察時間または診察順番が近づくと、【メール呼出】

で案内が届くようになっている。 

＜市立長浜病院（サイト閲覧日：令和5年11月13日）＞ 

病院独特のアプリであり、アプリをスマートフォ

ンにインストールし、病院にて個人用QRコードをア

プリで読み込むと、診察待ち状況をアプリで確認で

き、診察順番が近づくと通知されるシステムになっ

ている。

＜畳儡 v | l<m ／ヽ

・m：虎の門試したるう。
輝売： 襴’".. ”裏示

遍知 R●：躙・軍内璽戴メ
ー9し(9叩lllll!I)
・B9023 

メールアドレス畳●が亮了しま

した．

鱈遭Ill近になりましたらメール
でお知らせいたします．

量出人：虎の1"J試したろう。
賣先： ・鴫疇● 囀•訊

過 Ro：順●寓内量戴メ
-11, tll!l.!!lllZlil 
會B10,23 

診察の順番が近づいて

います。診察室1の前で

お待ちください。

登録が完了するとこ 診察時間が近づく

のようなメールが届 と、このようなメール

きます。 が届きます。
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例３）呼び出し機による呼び出し 

＜地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立多摩

総合医療センター（サイト閲覧日：令和5年11月13日）＞ 

受付にて、呼出機を受け取り、診察が近づくとメッ

セージが呼出機に表示される。「〇〇診察室へお入り

ください」とメッセージが表示されたら、診察室に入

ることができる。（音も出るシステムになっている） 

障害の有無にかかわらず、全員に対して行なって

いる。 

②視覚障害者への対応（表4）： 

 音声ガイドによる誘導装置や案内装置がある拠点

病院が7箇所であった。会計方法の説明がWebサイト

に提示されている拠点病院が302箇所（66.2%）であっ

た。 

例１）視覚障害者向け音声案内「シグナルエイド」の子機貸

出 

＜兵庫県立尼崎総合医療センター（サイト閲覧日：令和

5年6月30日）＞ 

 1階総合案内にて申し出ると、貸出されるようにな

っている。 

③聴覚障害者への対応（表5）： 

 受診予約（初診・再診など）や受診予約変更などが

FAXまたはオンラインなどで対応できる拠点病院が 

23箇所（5%）であった。筆談ボードや呼び出し機の貸

与をしている拠点病院が数箇所あった。その他の8箇

所では、耳が聞こえないことがすぐ分かる「耳マーク

カード」の貸出や指さしコミュニケ―ションボード

を活用していた。

＜北九州市立医療センター（サイト閲覧日：令和5年11月

12日）＞

＜東京医科大学八王子医療センター（サイト閲覧日：令

和5年11月12日）＞

＜大分県立病院（サイト閲覧日：令和5年11月12日）＞ 

④知的障害者への対応（表6）： 

 知的障害者への対応がWeb上に掲示されている拠

点病院は無かった。痛みの強さを評価するスケール

が入っているタブレットを活用している拠点病院が

あった。知的障害者への「コミュニケーション支援ア

プリが入ったスマートフォンやタブレット活用」と

して対応できるケースとして計上した。 

I 診察待ち I I診察状況の通知
・診察待ち状況をアプ）で確認することガでき、順番が近づくと

自動で通知されます。

． 
’‘  9,  
，病院で診察受付を済 ，
：ませていただいた後 ：
，にご利用いただける l
：機能です（当R号付 ：
: 1研心雰で:rl. : 

お耳が不自由な方へ
当院で1れ聡覚障害の方がいら したときに、
筆餃をするなどの応対がすぐに出来るよう
耳マークカード．を採用しております

この耳マークは「聞こえが悪い」

ことが一目で分かるように考案

されております

1,II●■■1疇 Ill..I■IIII '

ュ タロウ饂 二名疇|0
おた口し蓼した 正““"匹 '“

一にお入りください
［ご利用方法］

耳マークカードが必要な方は
初診受付と再来受付機にて
貸出しております

罵.. 7,9 

一"”疇●●●

令

屠差しコミコニケーションボード（・・

□具四皇

13



例１）ベッドサイト情報端末 ユカリアタッチ 

https://www.jfcr.or.jp/hospital/examination/eucalia
_touch.html 
＜がん研究会有明病院（サイト閲覧日：令和5年11月12日）

＞ 

   
 
３）好事例の抽出 
①身体障害者補助犬の受け入れについて： 

 基本的には法律で定められている補助犬だが、病

院の特性上、同伴できない領域がある。それ自体は

やむ得ないが、同伴できない領域に患者が入院する

ことになったり、処置を受けたりする間の対応が配慮

されていない場合が見られる。多くの場合は、同伴で

きない領域があることが示されるにとどまっている。 

 予定入院の場合には、情報が公開されていれば対

応について検討の余地はあるが、緊急入院などの場

合には、患者側が事前に対応を準備することも難しい。

補助犬への対応について代替案が提示されることは、

補助犬利用者にとって安心できる情報である。 

 

＜済生会横浜市東部病院（サイト閲覧日：令和 5 年 11

月 1日）＞ 

（外来）お付き添いのない方につきましては、職員が

外来受診のサポートをさせていただきます。 

（面会）お付き添いのいない方の病棟までのご案内は

職員がサポートさせていただきます。 

（身体障害者補助犬のお預かりについて）補助犬ユ

ーザーが診療の内容等により、同伴禁止区域に入ら

れる場合には、同伴可能区域に補助犬を待たせてい

ただくか、個室でお預かりいたします。補助犬ユーザ

ーのご希望を伺います。 

※太字および下線は、調査者が本報告にあたり付し

たものである。 

 

補助犬のユーザーが同行できない間、障害のある患

者自身のサポートと、補助犬のケアを施設として対応

する旨が記載されていることはユーザーにとって安心

につながると考えられる。 

 

＜高知県・高知市病院企業団立高知医療センター  

（サイト閲覧日：令和 5年 11月 10日）＞ 

緊急入院の場合は、ご家族、訓練事業所又は指定法人

等に引取りをお願いすることもあります。 

 

この例についても、家族への連絡、家族が対応できない

場合には、補助犬の対応ができる事業所、法人に施設

としての連絡を行う旨が記載されており、同様に安心に

つながると考えられる。 

 

②バリアになっているところの Web上の掲示： 

 建物や設備全体をフルバリアフリーに変えることの

難しさがあるが、バリアになっているところを写真付き

で紹介する取り組みがある。車いすユーザーや移動

に困難を抱える人たちにとっては事前の情報提供が

あると，助かる例である。 

＜成田赤十字病院（サイト閲覧日：令和 5 年 11 月 10 日）

＞ 

 

 
 

③遠隔手話通訳対応： 

＜地方独立行政法人加古川市民病院機構加古川中央

市民病院（サイト閲覧日：令和 5年 11月 30日）＞ 

 加古川市役所に在籍する手話通訳者と遠隔による

手話通訳(タブレット活用)で対応している。 

llil号子は謡上で使用した場合に註面にタイヤがとられやすく．転国の危険があります．

珪窃の外で伎用するほ合は巧院正面玄閏円までにして］負きますよう．ごi野ほとご協力お願いいたします・

|病院正面玄間

病にit珂を出ると．小さな漏や段差がたくさんあり’'(J)で注屈してください．

|救急搬入口前

飲搬入口の前に1ぶ な段差がありますので注息してください．

一—←一ー・一
-- ~ ~、っ，

,.2 乙 ·—· 9 

ーら ・~ ..,, -- - - -
っと ク—.—·..._—

- - -—• 
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④診察待ち状況確認システム 

＜杏林大学医学部付属病院（サイト閲覧日：令和5年11月

10日）＞ 

診療科受付・検査受付で診療カードを提出した後、

現在の診察待ち人数などの状況を専用の機械で確認

できるシステムが設けられている。 

 

D．考察 

 がん診療連携拠点病院456箇所のWebサイトを網羅

的に確認し、掲示されている情報から、障害者への対

応の現状を把握した。 

 手話通訳者が設置されている拠点病院の数が少な

かったが、地方独立行政法人加古川市民病院機構加

古川中央市民病院で実施されているように、役所に 

設置されている手話通訳者とタブレットなどでつな

ぐといった、遠隔手話通訳の取り組みも今後期待さ

れるのではないだろうか。 

 受付番号案内システム内容や診察待ち状況確認シ

ステム内容によっては、院内での待ち時間が長く、

またいつまで待つのか見通しがわからずに落ち着け

なかったりする知的障害者にとって診察までの待機

時間などが分かることで、見通しをもつことができ、 
安心して好きな場所で待機することができると考え

られる。 
 今回の調査から、ハード面（受付番号案内システ

ムも含める）については、対応を進め、それについ

て公表している施設が一定数あることが窺えた。し

かし、人による対応（レントゲン室など暗い場所で

のコミュニケーション配慮、検査や処方などの内容

を音声で説明する、コミュニケーション支援ボード

を活用するなど）の面では、医療従事者一人ひとり

の対応スキルに任されていることがうかがえ、施設

の Web サイト上でそのような取り組みを公表して

いる例は確認されなかった。 
 施設の医療者への教育状況や、個々の障害ニーズ

への対応スキルのある職員の配置についても、情報

を Web サイトに掲示することで、障害者も Web サ

イトで検索して情報を収集し、「行きたい」と思う拠

点病院を選択することができるのではないだろうか。 
 
E．結論 
 がん治療の場合、最初はかかりつけ医院から紹介

を受けて、総合病院などのがん診療連携拠点病院に

行くことになる。しかし、拠点病院は規模が大きい

ため、障害者にとっては、どこに何があるのか分か

らない、かかりつけ医院で受けているような配慮（分

かりやすく話してくれる、診察内容や検査の順番な

どを分かりやすく絵で描いてくれる、フォローチャ

ートで示してくれるなど）が受けられるかどうかと

いう不安が大きい。このような不安を少しでも解消

するためには、人的面のアクセシビリティを向上す

るとともに、取り組みに関する情報を、各拠点病院

Web サイトに掲示することを検討する必要がある。 
 また、今回の調査結果より、各施設がハード面の

アクセシビリティ充実を図るだけでなく、人的資源

の教育や、アクセシビリティの向上について考える

必要があることが示唆された。 
 

F．健康危険情報 
  特になし 
 
G．研究発表 
1．書籍発表 2．学会発表 
  なし 
 
H．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む） 
 1. 特許取得   なし 
 

2. 実用新案登録 なし 
 

3. その他       なし 
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表1 障害者対応のチェック項目 

障害名 項目 

全体 ・バリアフリー情報の記載（※1参照）

・Webサイトのアクセシビリティ（文字サイズの調整，色合いの調整など） 

（※2参照）

・身体障害者補助犬の受入

・受付番号案内システム

視覚障害 ・音声ガイドによる誘導装置

・音声ガイドによる案内装置

・拡大文字や録音・点字・テキストなどによる資料の提供

・レントゲンや検査の結果，処方などの内容を音声で説明

・入口から診察室までの誘導

・会計の方法（自動精算機，窓口支払いなど）の Web提示

聴覚障害 ・受診予約（FAX 予約，オンライン予約等）

・筆談ボード

・呼び出し機器の貸与

・呼び出しの電子案内板の設置

・レントゲンなどの暗いところでの検査におけるコミュニケーション配慮

知的障害 ・コミュニケーション支援アプリが入ったスマートフォンやタブレット活用

・クールダウンのスペース提供

・コミュニケーションボード（治療の順番を伝える絵カードや視覚支援カ

ード）の活用 

・患者さんが少ない時間帯の案内

・平易な内容の資料の提供
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※１ バリアフリー情報の例） 

 
（独立行政法人国立病院機構 北海道がんセンターWeb サイトより 閲覧日：令和 5 年 6 月 1 日） 

 

※２）Web アクセシビリティの例） 
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表2 がん診療連携拠点病院等における手話通訳者設置の状況（令和5年6月1日時点） 

がん診療連携拠点 

病院 456 箇所 

手話通訳者設

置の有無 

手話通訳設置の案内 

Webトップ 

ページ 

掲載の有無 

Webページ掲載順 

都道府県がん診療連携拠

点病院 49箇所 
2 0 

・病院サイトの一番最後の関連

リンク＞聴覚・言語障がい者の

方へ

・トップ＞外来受診のご案内＞

手話通訳士を配置しています

都道府県がん診療連携拠

点病院（特例型）3箇所 
0 0 ― 

地域がん診療連携拠点病

院 333箇所 
17 1 

・Home>入院・お見舞いされる方

>その他ご案内

・トップ＞外来のご案内＞手話

通訳について

・トップ＞外来のご案内＞受付

から帰宅まで

・トップ＞当院について＞手話

通訳について

・トップ＞入院・面会のご案内

＞医療福祉相談・手話通訳のご

案内

・トップ＞ 患者さんへ > 手話

通訳

・トップ＞外来のご案内＞通

訳・手話への対応

・トップ＞患者さま・ご家族の

方へ＞手話通訳について＞

・トップ＞ご来院の皆様へ＞聴

覚・言語障がいを有する患者さ

ん専用ＦＡＸについて

・トップ＞ 聴覚・言語障がいを

有する患者様用の手話通訳につ

いて

地域がん診療連携拠点病

院（特例型）24箇所 
0 0 ― 

特定領域がん診療連携拠

点病院 1箇所 
0 0 ― 

地域がん診療病院 41箇

所 
0 0 ― 

地域がん診療病院（特例

型）6箇所 
0 0 ― 

計 19 1 
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表3 がん診療連携拠点病院等における障害者対応の全体の状況 

都
道
府
県

都
道
府
県

（
特
例
型
）

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

特
定
領
域
が

ん
診
療
連
携

拠
点

地
域
が
ん
診

療
病
院

地
域
が
ん
診

療
病
院
（
特

例
型
）

計 

48 3 333 24 1 41 6 456 

全
体

バリアフ

リー情報

の記載

5 ― 30 1 ― 1 ― 
37 

(8.1%) 

Web アク

セシビリ

ティ

28 1 193 22 ― 20 2 
266 

(58.3%) 

身体障害

者補助犬

の受入 
11 1 40 6 ― ― ― 

58 

(12.7%) 

受付番号

案内シス

テム

19 ― 108 8 ― 5 1 
141 

(30.9%) 

表4 がん診療連携拠点病院等における「視覚障害者」への対応 

都
道
府
県

都
道
府
県

（
特
例
型
）

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

（
特
例
型
）

特
定
領
域
が

ん
診
療
連
携

拠
点

地
域
が
ん
診

療
病
院

地
域
が
ん
診

療
病
院
（
特

例
型
）

計 

48 3 333 24 41 41 6 456 

視
覚
障
害

音声ガイ

ドによる

誘導装置 

― ― 2 1 ― ― ― 
3 

(0.06%) 

音声ガイ

ドによる

案内装置 
― ― 2 1 ― 1 ― 

4 

(0.08%) 

拡大文字

や録音 ・点

字 ・テキス

トなどに

よる資料

の提供

― ― ― ― ― ― ― ― 

レントゲ

ンや検査

の結果，処

方などの

内容を音

声で説明

― ― ― ― ― ― ― ― 

入り口か

ら診察室

までの誘

導 

― ― ― ― ― ― ― ― 

会計の方

法 （自動精

算機，窓口

支払いな

ど）の Web

提示 

39 ― 222 22 ― 17 2 
302 

(66.2%) 
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表5 がん診療連携拠点病院等における「聴覚障害者」への対応 

都
道
府
県

都
道
府
県

（
特
例
型
）

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

（
特
例
型
）

特
定
領
域
が

ん
診
療
連
携

拠
点

地
域
が
ん
診

療
病
院

地
域
が
ん
診

療
病
院
（
特

例
型
）

計 

48 3 333 24 1 41 6 456 

聴

覚

障

害 

受 診 予 約

（ FAX 予

約，オンラ

イ ン 予 約

等）

2 ― 19 ― 1 1 ― 
23 

(5.0%) 

筆談ボード 1 ― 2 ― ― ― ― 
3 

(0.06%) 

呼び出し機

器の貸与 2 ― 2 ― ― 1 ― 
5 

(1.1%) 
呼び出しの

電子案内板

の設置
― ― ― ― ― ― ― ― 

レントゲンな

どの暗いとこ

ろでの検査に

おけるコミュ

ニケーション

配慮

― ― ― ― ― ― ― ― 

その他 ― ― 8 ― ― ― ― 
8 

(1.7%) 

表6 がん診療連携拠点病院等における「知的障害者」への対応 

都
道
府
県

都
道
府
県

（
特
例
型
）

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点

（
特
例
型
）

特
定
領
域
が

ん
診
療
連
携

拠
点

地
域
が
ん
診

療
病
院

地
域
が
ん
診

療
病
院
（
特

例
型
）

計 

48 3 333 24 1 41 6 456 

知

的

障

害 

コミュニケー

ション支援ア

プリが入った

スマートフォ

ンやタブレッ

ト活用

― ― 1 ― ― ― ― 
1 

(0.02%) 

クールダウン

のスペース提

供

― ― ― ― ― ― ― ― 

コミュニケー

ションボード

（治療の順番

を伝える絵カ

ードや視覚支

援カード）の

活用

― ― ― ― ― ― ―   ― 

患者さんが少

ない時間帯の

案内

― ― ― ― ― ― ― ― 

平易な内容の

資料の提供
― ― ― ― ― ― ― ― 
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